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４
月
29
日
（
水
）
「
昭
和

の
日
」
、
辻
川
山
公
園
周
辺
で

第
３
回
「
民
俗
辻
広
場
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
開

放
や
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料

館
で
の
恐
竜
化
石
（
レ
プ
リ

カ
）
展
示
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

（
南
京
玉
す
だ
れ
等
）、
模
擬

店
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
中
で
す
。 

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
は 

福
崎
町
社
会
教
育
課
ま
で 

 

◆
ご
利
用
案
内
◆ 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜 午

後
４
時
３０
分 

【
休
館
日
】 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
、
１２

月
２８
日
〜
１
月
４
日 

【
入
館
料
】 

大
人
２
０
０
円 

学
生
１
５
０
円 

小
人
１
０
０
円 

（
団
体
割
引
は 

２０
名
以
上
） 

  

柳
田
國
男
の
末
弟
、
松
岡

映
丘
の
画
稿
展
を
記
念
館
２

階
講
義
室
で
開
催
し
ま
す
。

 

松
岡
映
丘
は
、
東
京
美
術

学
校
日
本
画
科
を
首
席
で
卒

業
し
、
生
涯
を
大
和
絵
の
復

興
に
捧
げ
ま
し
た
。 

 

代
表
作
に
「
右
大
臣
実
朝
」

「
宇
治
の
宮
の
姫
君
た
ち
」

な
ど
が
あ
り
、
当
記
念
館
は

千
点
以
上
の
画
稿
を
収
蔵
し

て
い
ま
す
。 

「
ア
さ
て
、
ア
さ
て
」
の

掛
け
声
で
お
な
じ
み
の
大
道

芸
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
。
「
南

京
」
と
い
う
語
が
つ
い
て
い

る
の
で
、
中
国
生
ま
れ
か
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
生

粋
の
日
本
生
ま
れ
で
す
。 

日
本
南
京
玉
す
だ
れ
協
会

に
よ
る
と
、
そ
の
発
祥
地
は
、

富
山
県
の
白
山
宮
で
、
民
謡

「
こ
き
り
こ
」
に
使
用
さ
れ

て
い
る
「
さ
さ
ら
」
（
編
竹
）

が
原
型
だ
そ
う
で
す
。 

で
は
、
な
ぜ
名
前
に
「
南

京
」
が
付
い
て
い
る
か
と
い

う
と
、
江
戸
時
代
、
「
南
京
」

は
、
先
進
都
市
の
代
名
詞
で

大
変
あ
り
が
た
が
る
風
潮
が

あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

都
会
に
憧
れ
る 

庶
民
心
理
を
見
事 

に
つ
い
た
命
名
で
す
ね
。

お
花
見
の
季
節
で
す
ね
。

せ
っ
か
く
の
お
花
見
な
の

に
、
花
よ
り
も
食
べ
物
に
気

持
ち
が
向
い
て
し
ま
う
こ
と

を
「
花
よ
り
団
子
」
と
い
い

ま
す
ね
。
こ
の
場
合
の
「
花
」

は
「
桜
」
を
指
す
の
で
し
ょ

う
が
、
あ
え
て
「
花
」
を
限

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

対
し
て
、「
団
子
」
は
な
ぜ
固

有
名
詞
な
の
で
し
ょ
う
。 

柳
田
國
男
は
団
子
に
つ
い

て
、「
日
本
語
と
し
て
発
音
が

珍
し
い
為
に
新
語
と
し
て
流

行
し
た
為
全
国
に
行
は
れ
る

に
至
つ
た
と
思
ふ
」
（
「
餅
と

団
子
」『
日
本
民
俗
学
講
習
会

報
』
第
八
号
）
と
述
べ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
団
子
」
が

流
行
語
だ
っ
た
時
代
が
あ
る

よ
う
で
す
。
珍
し
い
言
葉
だ

か
ら
、
諺
に
も
取
り
入
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

で
は
、
こ
の
諺
を
現
代
風

に
言
い
換
え
れ
ば
、「
花
よ
り

マ
カ
ロ
ン
」
で
し
ょ
う
か
。

３
月

15

日
の
イ
ベ
ン
ト

の
模
様
を
ご
報
告
し
ま
す
。

◆
講
談
◆ 

「
柳
田
國
男
の
『
か
た
つ
む
り
の
話
』
」

河
南
堂
珍
元
斎

         

軽
妙
な
語
り
口
の
講
談

と
、
か
た
つ
む
り
男
が
く
り

ひ
ろ
げ
る
寸
劇
で
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

◆
講
演
◆ 

「
ア
ホ
・
バ
カ
方
言
が
描
く
美
し
い
円
」

松
本
修
（
朝
日
放
送
）  

柳
田
國
男
の
「
方
言
周
圏

論
」
を
身
近
な
言
葉
の
例
で

ご
説
明
い
た
だ
き
、
み
な
さ

ん
、
感
心
し
き
り
で
し
た
。 

◆
セ
ミ
ナ
ー
◆ 

「
カ
タ
ツ
ム
リ
を
さ
が
そ
う
」 

 

辻
川
山
周
辺
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
ハ
リ
マ
マ
イ
マ
イ

と
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
方
は
更
新
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

「右大臣実朝」の画稿（1932 年） 

ハリママイマイ

ウスカワマイマイ


